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京都学園大学バイオ環境学部原雄一
これまでの河川や森林、あるいは都市を単位とした検討 ・計画から、流域を単位とした課
題検討が各地で実施されてきている。本研究フ。ロジェクトもその一つであり、琵琶湖淀川
を一つの流域単位として進められた。研究や行政の枠組みにおけるパラダイム変換ともい
えるこの流域を単位とする手法をとることによって何がどのように変わるのかを最初に示
す。
かつての第一次産業が中心の時代では稲作などの水の確保と時折訪れる洪水への対処
が、流域での中心的な課題であった。近年にはいってとりわけ昭和30年代後半以降は経
済、交通や生活様式が多様化するに従い、利水、治水以外にも非常に多くの要素が流域の
課題検討に関ってきている。琵琶湖淀川流域では、ダム問題、生物多様性、外来魚、環境
ホルモン、水辺の喪失と再生、農林業での後継者問題、住民参加型の行政の推進、経済の
推進と環境保全など流域に関連するあらゆる課題が顕在化しており、流域検討に際してこ
れらの各要素の 「総合化」をどのように取り扱うかが大きな変更事項といえるのではない
か。
「総合化」は同時に要素ごとのばらつきの積算に起因する 「不確実性」を高めることに
繋がる。流域を単位とする検討とは 「総合化」と 「不確実性」への対応に特徴づけられる
と考えられるが、これまでの多くの研究、行政はこの両者を不得手としてきた経緯があ
る。流域を空間的にも分野的にも細分化し、細分化された「領域」の中での最適化研究が
進められた。最適化された 「領域」の集合が流域全体での最適化に繋がらない、むしろ一
つの 「領域」の最適化が副作用ともいえる現象を起こしていることにようやく気づき、そ
の後の対処に際して問題を複雑化している。治水への対応がこれを如実にあらわしてい
る。
本研究プロジェクトはこの流域の中で細分化された状況を階層化としづ言葉で表現し、
マクロ、メゾ、ミクロなどの空間的な階層とそれによる人々の考え方や認識の違いが生じ
ることに着眼して、研究が進められた。階層化とは細分化された要素聞に見えない壁が存
在し、その壁が阻害要因となって流域の課題検討が進まないことを意味している。した
がって、縦軸として空間スケールの違い以外にも横軸としての分野間の階層の壁があり、
これを乗り越える方法論として文理連携を軸としたことが本研究の特徴である。一方、
「不確実性」に対しては、 IPCCでの温暖化検討に際して用いられた 「シナリオアプロー
チJを本研究でも採用している。
この琵琶湖淀川を舞台とする流域単位での研究成果は、流域であるがゆえの 「総合性」
と「不確実性」への対応策として、要素で区切られた見えない壁の存在を明確にし（空間ス
ケール問、専門分野間）、その弊害を乗り越えるための方法論を進めた点にある。他の流域
での検討に際しても、いろいろな階層の存在を明確にし、これを乗り越え融合し、コミュ
ニケーションの活性化により新しい見方を発見することは同様に可能と考えられる。
最後に関連した研究として、琵琶湖流域水物質循環モデ、ノレ、琵琶湖流域水ビジョン、日
本全国109水系での水環境指標、及び世界114流域での水災害脆弱性指標を紹介し、空間ス
ケールと分野の間にある壁にどのように対応したのかその事例を紹介する。
-20ー
